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2018 年 3 月 
愛知大学地域政策学部地域政策学センター 
 
高橋貴教授・西堀喜久夫教授のご退職にあたって 
 
地域政策学部長 岩崎正弥 
 
2017 年度末をもって，高橋貴教授，西堀喜久夫教授の両先生がご退職されます。 
お二人とも地域政策学部設立時（2011 年 4 月）から，本学部の教育・研究に多大の 
ご尽力をいただきました。両先生のいわばメモワールとして，今回退職記念特集号 
を刊行することができましたことを大変嬉しく思います。 
高橋先生は，本学に国際コミュニケーション学部が設立された 1998 年に同学部の 
教授として赴任されて以来，文化人類学，博物館学などに関連する講義をご担当い 
ただき，2011 年の地域政策学部設立と同時に本学部に移籍されてからは，地域文化 
コースの中心メンバーとしてご活躍いただきました。 
西堀先生は，前任校である九州国際大学における副学長・学長代行などの要職を 
歴任されたあと，地域政策学部設立と同時に本学部に赴任されました。地方財政論， 
財政学の専門家として，本学部のコース横断的な基幹科目をご担当いただいたほか， 
公共政策コースを力強く牽引していただきました。 
両先生のプロフィール等は別途ご紹介されますので，ここでは（私の感じる）お 
二人の研究上の共通点を書いてみたいと思います。 
地域政策学はその名の示すとおり地域を対象とする政策科学です。地域は生活の 
営まれる場ですから，その対象空間は国内・国外を問いません。実際，高橋先生は 
文化人類学者として主に国外地域を，西堀先生はとりわけ二つの大震災をきっかけ 
として国内地域を対象に，いずれも精力的にフィールド調査を積み重ねてこられま 
した。対象地域の違いがあるとはいえ，両先生ともに人びとの暮らしやコミュニテ 
ィへの眼差しがフィールド調査の中心に置かれているように感じます。一方では研 
究者としての旺盛な好奇心を発揮しながらも，他方ではそこに暮らす人びとへの温 
かい眼差し，まさに「寄り添う」という言葉がふさわしい，そんな姿勢を顕著に見 
ることができると思うのです。学問分野の違いを超えて，フィールドワーカーとし 
ての基本的な態度，学問研究に向かう研究者の姿勢に改めて襟を正される思いがし 
ています。 
関連してもう一点，私が強く感じるのは，両先生とも，最終的には人間とは何か 
に対する深い問いかけを研究の通奏低音としているように思えることです。それは 
ご自身の生き方に反映されるだけでなく，文化的制約の中で人びとは社会をどう構 
築していくのか，それはなぜなのか，あるいは破綻しかけた制度をいかに再編する 
のか，という人びとの社会的行為に関わることでもあります。人びとへの深い洞察 
なしに政策科学はアクチュアリティをもちえない。そう断言してしまえば言い過ぎ 
かもしれませんが，私は両先生のご研究から，そういう示唆を受けていることは述 
べておきたいと思います。 
私の感じるままに勝手なことを書きましたが，改めて高橋先生，西堀先生のこれ 
までのご貢献に感謝するとともに，両先生の今後の一層のご活躍を祈念して，本特 
集号のご挨拶に代えたいと思います。 
  
 
 
 
 
 
 
高橋 貴 教授 近影 
高橋 貴（たかはし たかし） 教授 
Professor Takahashi Takashi 
 
略歴： 
1947 年   岩手県水沢市生まれ 
1971 年   国際基督教大学（ICU）教養学部 卒業 
1971 年   野外民族博物館リトルワールド 研究員 
1998 年   野外民族博物館リトルワールド 退職 
1998 年   愛知大学国際コミュニケーション学部 教授 
2011  年 愛知大学地域政策学部 教授  
その他，愛知大学国際コミュニケーション研究科長，国際コミュニケーション学部 
比較文化学科長，学芸員及び社会教育主事課程運営委員長などを歴任，宇都宮大学 
（民族芸術），東海大学（文化人類学），中京大学（比較社会論），愛知学泉大学（博 
物館学），愛知県立芸術大学（物質文化）などで非常勤講師 
 
社会活動： 
野外民族博物館リトルワールド顧問，日本展示学会長，豊田市史執筆委 員，豊田市 
ふるさと歴史館基本構想検討委員会副委員長，国立民族学博物館共同研 究員，国立 
民族学博物館民族学資料評価委員，神奈川県こどもの国際理解展示監修 委員，岐阜 
県世界民俗文化センター収集調査委員など 
 
主な研究業績： 
『博物館展示論』（共著，放送大学，2016 年），『新修豊田市史別編民俗 II 平地のく 
らし』（共著，豊田市，2015 年），『ドイツ語圏に見る民藝と民俗』（共著，愛知大学 
フォークライフ研究会，2014 年），『新修豊田市史別編民俗 I 山地のくらし』（共著， 
豊田市，2013 年），『扇の文化』（編著，あるむ，2011 年），「ミュージアムにおける 
分類・展示・交流」（単著，『展示学』第 48 号，日本展示学会，2010 年），『オイル 
ランプとサモワールー生成と伝播をめぐる文化人類学的研究』（共著，愛知大学フォ 
ークライフ研究会，2006 年），「扇の多義性」（単著，『文明 21』第 12 号，2004 年）， 
「南インドの職人と工芸品」（単著，『文明 21』第 6 号，2001 年），「南インドにおけ 
る衣装と装身」（単著，『文明 21』第 4 号，2000 年），『民俗学の視座』（共著，伊勢 
民俗学会，1995 年），『葬送儀礼と祖霊観』（共著，光出版，1993 年），「音と力」（単 
著，『季刊民族学』第 65 号，1993 年），「ヒンドゥー寺院における儀礼の研究」（単 
著，『I. F. Report』No.19，1991 年），『豊根村誌』（共著，豊根村，1989 年），『佐 
織町史』（共著，佐織町，1989 年）『探検博物館 第 1 巻』（共著，あいうえお館，1988 
年），『西春町史民俗編』（共著，西春町，1983 年），「トバ・バタック族における女 
財としてのウロス（布）」（単著，『リトルワールド年報』第 3 号，1981 年），「山形 
県西山町月山沢遠藤家の生活と家屋」（単著，『リトルワールド研究報告』第 1 号， 
1977 年）など 
  
 
 
 
 
 
 
西堀 喜久夫 教授 近影 
西堀 喜久夫（にしぼり きくお） 教授 
Professor Kikuo Nishibori, Ph.D. 
 
略歴： 
1947 年   長野県上高井郡豊洲村（現・須坂市）生まれ 
1971 年   富山大学経済学部 卒業 
1971 年   自治体問題研究所 就職 
1973 年   大阪自治体問題研究所 事務局長 
1980 年   大阪自治体問題研究所 常務理事，主任研究員 
1992 年   京都大学大学院経済学研究科修士課程 入学 
1995 年   京都大学大学院博士課程 入学 
1998 年   九州国際大学経済学部 助教授 
2002 年   九州国際大学経済学部 教授 
2005 年   九州国際大学大学院企業政策研究科 研究科長 
2005 年   九州国際大学 副学長，理事 
2007 年   九州国際大学 学長代行 
2008 年   博士（経済学）取得 （京都大学，論文博士） 
2011 年 愛知大学地域政策学部 教授  
その他，九州国際大学評議員，九州国際大学図書館長，九州国際大学国際センター 
長，愛知大学評議員，愛知大学地域政策学部学生地域貢献事業責任者などを歴任， 
大阪経済大学，神戸大学，下関市立大 学などで非常勤講師 
 
社会活動： 
西宮市市史現代編専門委員，北九州市消費生活審議会副会長，湖西市行財政改革審 
議会会長，新城市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会座長，豊橋市地域強 
靭化計画検討委員会座長，豊川市地域強靭化計画検討委員会座長など 
 
主な研究業績： 
「自然災害論と東日本大震災―『災害の地域経済学』に向けて」（単著，『地域経済 
学研究』第 33 号，2017 年），『Basic 地方財政論』（共著，有斐閣，2013 年），「東日 
本大震災と地方財政問題―宮古市の事例」（単著，『経済論集』第 190 号，2013 年）， 
「都市コミュニティと財政システム」（単著，『九州国際大学経営経済論集』第 16 巻 
第 2 号，2010 年）,『現代都市政策と地方財政―都市公営事業からコミュニティ共 
同事業への発展―』（単著，桜井書店，2008 年），「関一の都市財政論―歳入論の視 
点から」（単著，『九州国際大学経営経済論集』第 11 巻第 2・3 号，2005 年），『大震 
災と地方自治―復興への提言』（共著，自治体研究社，1996 年），『真野まちづくり 
と震災からの復興』（共著，自治体研究社，1995 年）など 
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